
日本学生支援機構　在学採用（定期一次）　奨学金申請書 ［大学・短期大学］

※必ず黒色のボールペンで記入してください。鉛筆や消せるボールペンは使用できません。

【奨学金申込情報】

本学への入学について、入学年月および入学課程を回答してください。

西暦  月に本学の  年次に ［ 入学 編入学または転学］ した

現在受けている奨学金制度はありますか。（複数選択可）

※進学前に在学校で申請し、採用候補者となった奨学金（予約採用）も必ず選択してください。

高等教育の修学支援新制度（給付奨学金） 第一種奨学金 第二種奨学金

日本学生支援機構の奨学金は利用していません

高等教育の修学支援新制度（給付奨学金及び授業料等減免）の新規申し込みを希望しますか。

希望します 希望しません

４． 貸与奨学金の新規申し込みを希望しますか。

希望します 希望しません

↪ 該当するものを１つだけ選択してください。

(1)

(2) 

(3)

(4)
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(10) 

(11)

(13) 

(14) 

＜裏面へ続きます＞

年

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第一種への変更
貸与中の第二種奨学金に加えて、第一種の貸与を希望する。第一種奨学金と
第二種奨学金を両方同時に貸与が受けられなければ、第一種奨学金への変
更を希望する

１．

☐ ☐

貸与中の第二種奨学金から、第一種奨学金への変更を希望する。

貸与中の第一種奨学金から、第二種奨学金への変更を希望する。

貸与中の第一種奨学金に加えて、第二種奨学金の貸与を希望する。

貸与中の第二種奨学金に加えて、第一種奨学金の貸与を希望する。

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第二種への変更
貸与中の第一種奨学金に加えて、第二種の貸与を希望する。第一種奨学金と
第二種奨学金を両方同時に貸与が受けられなければ、第二種奨学金への変
更を希望する

第二種奨学金の貸与を受けていますが、第一種
奨学金への変更を希望します。

第二種奨学金の貸与を受けていますが、併用貸与
への変更を希望します。併用貸与不採用の場合、
第一種奨学金への変更を希望します。

第一種奨学金の貸与を受けていますが、併用貸与
への変更を希望します。併用貸与不採用の場合、
第二種奨学金への変更を希望します。

第二種奨学金の貸与を受けていますが、併用貸与
への変更を希望します。

第一種奨学金の貸与を受けていますが、併用貸与
への変更を希望します。

第一種奨学金の貸与を受けていますが、第二種
奨学金への変更を希望します。

併用貸与不採用及び第一種奨学金不採用の
場合、第二種奨学金を希望します。

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第一種　第３希望：第二種
第一種奨学金と第二種奨学金を両方同時に貸与が受けられなければ、
第一種奨学金を希望するが、不採用の場合は、第二種奨学金を希望する。

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第二種
第一種奨学金と第二種奨学金を両方同時に貸与が受けられなければ、
第二種奨学金を希望する（第一種奨学金のみの貸与は希望しない）。

併用貸与不採用の場合、第二種奨学金のみ希望
します。

第二種奨学金のみ希望します。

第一種奨学金及び第二種奨学金との併用貸与
のみを希望します。

第一種奨学金と第二種奨学金を両方同時に貸与が受けられなければ、
奨学金を希望しない（どちらか一方のみの貸与は希望しない）。

併用貸与を希望するが、不採用の場合、第一種
奨学金のみ希望します。

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第一種
第一種奨学金と第二種奨学金を両方同時に貸与が受けられなければ、
第一種奨学金を希望する（第二種奨学金のみの貸与は希望しない）。

学籍番号

３．

フリガナ

氏名（自署）学年学部 ・ 学科

○

奨学金申込情報（スカラネット入力時）の表示 解説

第一種奨学金を希望するが、不採用の場合は
第二種奨学金を希望します。

第１希望：第一種　第２希望：第二種
第一種奨学金が不採用となった場合は、第二種奨学金を希望する。

第一種奨学金のみ希望します。 第一種奨学金が不採用となっても第二種奨学金は希望しない。

☐☐

○

第一種奨学金の基準に該当しない。または第一種奨学金を希望しない。

２．

○

○

○

○

○

○

☐

☐

○

○

○

○

○

○

○

○

○



【申請者本人情報】

５． あなたの国籍を選択してください。

日本国籍

日本国籍以外

↪ 在留資格および証明書類について、該当するものを選択してください。

［資格の種類］

永住者・特別永住者 日本人の配偶者等 永住者の配偶者等 定住者 家族滞在

［証明書類］

提出します （書類名： ） 提出できません（➡ 申請不可）

※在留資格が「家族滞在」の方は、「出入国記録の写し」（原本）も必要です。

６． 通学形態を選択してください。

自宅通学　（またはこれに準ずる）

自宅外通学

↪ 該当するものを選択してください。

［証明書類］※高等教育の修学支援新制度（給付奨学金）を申請する方のみ

提出します （書類名： ） 提出できません（➡ 自宅外通学は選択不可)

７． あなたは社会的養護を必要とする人ですか。

はい（社会的養護が必要）

↪ 該当するものを選択してください。

［社会的擁護の形態］

児童養護施設入所者等 児童自立支援施設入所者等 児童心理治療施設入所者等

自立援助ホーム入所者等 里親に養育されている（いた）人 ファミリーホームで養育されている（いた）人

［証明書類］

提出します （書類名： ） 提出できません（➡ 社会的養護は選択不可)

いいえ

【生計維持者およびマイナンバー（個人番号）情報】

８． あなたの生計維持者（原則父母、父母ともいない場合はあなたの学費や生活費を負担している人）を全て選択してください。

父 母 その他 （ ）

９． あなたと生計維持者は、マイナンバー（個人番号）を日本学生支援機構に提出できますか。

全員提出できます

提出できない人がいます

↪ 提出できない人の情報を記入してください。

申請者本人 父 母 その他 （ ）

［提出できない理由］

【申請理由】

10．奨学金を希望する理由について、該当するものを選択してください。（複数選択可）

経済的理由により、修学の継続が困難であるため

↪ 具体的に記入してください。

※申請者本人の視点で記入してください。修学と関係のない理由は認められません。（例：住宅ローンに充当・娯楽で使用等）

多子世帯に該当し、授業料等減免制度の支援を希望するため。

↪ 該当するものを選択してください。

私は、多子世帯の授業料等減免が高等教育の修学支援新制度（給付奨学金）により実施されることを十分に理解しています。

私は、多子世帯の授業料等減免について理解できていません。（➡ 申請不可）

記入漏れや間違いがないか確認し、スカラネット入力に備えて申請内容のメモを残しておいてください。
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☐ ☐
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